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公立認定こども園の民間活力導入に関するサウンディング型市場調査の結果について 

 

  本市中心部に位置する市立幼保連携型認定こども園について、地域の保育施設としての運営

の将来性など、施設の民間活力導入の可能性を把握することを目的とし、民間事業者との個別

対話による意見交換（サウンディング型市場調査）を実施しましたので、その結果概要を公表

します。 
 

１．サウンディング（個別対話）の実施スケジュール 

令和７年６月１７日     実施要領の公表 

令和７年７月１６日     参加申込の締切 

令和７年７月２４日～３１日 個別対話の実施 

【参加事業者 ５者（市内３者、県内市外２者）】 
 

２．サウンディング結果の概要 

対 話 項 目 対 話 の 概 要 

①本事業への参加意欲について ・瑞浪市の保育や子育てに協力したいという意見のほか、

公募される園次第で参加可否を決定したいという意見

がありました。 

②民間事業者が参入しやすい公募

条件等、施設ごとのご意見・ご

提案 

・公私連携は、市と協働で進められる点を好意的に捉え

る意見のほか、国が示す施設型給付費の公定価格に基

づくため金額が明瞭であるという意見がありました。 

・公設民営（指定管理）を希望する意見のほか、指定管

理や公私連携ではなく直接の民営化を希望する意見が

ありました。 

・一色こども園は、在園児数や施設規模、採算性等から

受託しやすいという意見のほか、他の候補施設より園

舎の構造が込み入っており維持管理費が懸念されると

いう意見がありました。 

・瑞浪こども園は、小学校隣接のため受託後も園と小学

校の接続や連携がしやすいという意見のほか、未満児

の受け入れがあれば良いが以上児のみの受け入れを継

続するのであれば事業の採算性が懸念されるという意

見がありました。 

・みどりこども園は、在園児数が多く丁寧な保育が難し

いこと、職員負担及び採算性等から運営が難しいとい

う意見のほか、立地は良いため現在の利用定員から削

減されるならば受託の可能性があるという意見があり

ました。 

・子育て支援センターは、妊娠期から切れ目のない支援

ができるため運営に興味があるという意見のほか、法

人として子育て支援センターの運営実績がないため規

模の大きなみどりこども園の運営と一緒に受託するの

は難しいという意見がありました。 
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③民間事業者と市の運営における

役割、業務の分担について 

・市が実施する入園受付や入園調整の方法に関する意見

がありました。 

・支援を必要とする園児や多国籍化する在園児の対応に

関する意見がありました。 

④費用面について ・市から受託法人へ保育の引継期間中、法人から市へ派

遣した職員の給与を市に補助してもらいたいという意

見がありました。 

・園舎の建て替え及び施設改修に関する市からの補助及

び設備等の維持修繕に要する費用負担について意見が

ありました。 

・支援を必要とする子どもの保育に関する市からの補助

金や、保育施設運営に関する市独自の補助金について

意見がありました。 

⑤保育の方針や特色、職員の確保

等について 

・移管後の園運営に関して、法人が現在運営している園

の保育方針や実施している保育サービスについての意

見や提案がありました。 

・給食に関して、運営法人の特色を出しやすく他園と差

別化を図りやすいという意見のほか、給食費無償化事

業（主食費・副食費）による市からの交付金について

意見がありました。 

・法人が園運営を受託した場合における市職員（会計年

度任用職員）の採用や処遇に関する意見や提案があり

ました。 

⑥開園に向けたスケジュールにつ

いて 

・事業の開始時期は、早期を希望する意見のほか、人員

確保等に要する期間を考慮してほしいという意見があ

りました。 

・公募選定（プロポーザル）や保護者説明会等の実施時

期に関する意見がありました。 

・公私連携の協定期間は、3年～10年を希望する意見のほ

か、20年以上の長期を希望する意見がありました。 

・市のこども園運営に関する業務委託期間が本事業の開

始時期に重複する可能性があることについて、採算が

取れるならば問題ないという意見のほか、市の契約を

引き継ぐことに否定的な意見がありました。 

その他のご意見・ご提案 ・瑞浪市の未満児保育需要が高まっていることから、新

たな未満児園の設置に関する意見がありました。 
 

３．サウンディング結果を踏まえた今後の方針 

今回のサウンディング（個別対話）にて、複数の民間事業者様から多くのご意見・ご提案を

いただきました。これらを踏まえ、民間活力を導入する公立園の選定や運営方針及び公募資料

に反映すべき事項等の整理・検討を進めてまいります。 


